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み えだ しょうご

自★己★紹★介

生年月日

名前

所属

1993年4月19日

三枝 奨悟

白糠町役場

企画総務部 企画財政課

企画調整係 兼 企業誘致係

平成28年４月 白糠町採用
水道部水道課業務係（水道料金賦課、徴収等）

令和４年４月~令和６年３月
環境省へ出向（脱炭素先行地域、地域循環共生圏担当）

令和６年４月 白糠町に帰任 現在に至る

経歴

趣味・特技
中学・高校卓球部
巨人ファン！
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令和6年3月時点の三枝



白糠町の概要
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白糠町の概要

白糠町
ふるさと納税

白糠町は、海の幸も山の恵も豊富な「食と食材のまち」です。太平洋沖の暖流と寒流が交わる絶好の漁場では、鮭や毛がに、柳だこ、つぶ

など、１年を通じて様々な海産物が獲れ、山に目を向けると、しそ焼酎「鍛高譚(たんたかたん)」の紫蘇をはじめ、イタリアンチーズや羊肉、

シカ肉などの食材が豊富です。

2023年度ふるさと納税実績金額では、全国４位、北海道２位、町村では全国１位となりました。

白糠町の

“食と食材”

ふるさと納税で頂いた寄付金は、

子育て支援・教育・福祉・産業・

魅力あるまちづくりなど、様々な

分野で活用させていただきます。

人気のお礼の品はコレ！

2023年度ふるさと納税実績金額

北海道２位＆全国４位
町村では全国１位!!

寄附件数107万件 寄付金額167億円
いくら エンペラーサーモン
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白糠町の概要
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白糠町の部門別エネルギー使用量の割合

2013年度、2015年度及び2018年度の部門別の割合は

「産業部門」が最大で、これに「家庭部門」、「業務その他部門」、
「運輸部門」の順で次いでいる。



白糠町の概要
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導入済みの再生可能エネルギー一覧（FIT売電分を含む）

FIT売電を含む場合では、再生可能エネルギーの電気供給量86,934(MWh)
は、地域内の需要量66,568(MWh)を大きく上回っている。

一方、FIT売電を含まない場合の導入量は、562(MWh)に留まっている。

供給方式
出力

(kW)

発電量

(MWh/年)

熱容量

(GJ/年)

公共施設 75 89 319

住宅 400 473 1,703

事業者 35,999 42,572 153,261

木質バイオマス発電 事業者 6,250 43,800 157,680

－

地中熱ヒートポンプ 公共施設 914 914

合計 42,724 86,934 914 313,877

発電
太陽光発電

熱
太陽熱

既導入済み

（発電量、熱容量は推計値含） 熱量換算

(GJ/年)
再生可能エネルギーの種類（内訳）



白糠町の概要
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白糠バイオマス発電所

発電容量 6,250kW 年間発電量 49,500,000kWh
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白糠町の取組

白糠町では現在、「環境教育と環境に配慮したまちづく
り」を推進しております。その一環として、町民に対して、
なぜ「環境」に力を入れるのかを知ってもらうため作成し、
全戸に配布しました。

環境危機提言紙を町内全戸に配布！
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白糠町の取組

白糠町では「環境教育」に力を入れて

おり、現在、町内の学校において、環

境教育を視点とした独自の「環境鮮
麗学」を実施しております。

町内の学校で「環境教育」に取り組む

ことを契機として、全町民が環境問題

についての関心を高めることを目的とし、

堅達京子氏、露木しいな氏をお招きし、

「環境講演会」実施いたしました！

また、令和6年11月12日（火）には、
環境省職員をお招きして、町内の学
生150名に対して、「CNとは？」、「わた
したちにできることは？」などテーマに講
演を開催！



白糠町の取組
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令和６年度に環境省補助制度 重点対策加速化事業に採択！

平成３０年（２０１８年）に発生した「胆振東部地震」において、本町でもブラック
アウトに陥った経験から、「災害に強くやさしいまちづくり」を推進するため、「株
式会社町おこしエネルギー」と連携し、未利用農地を活用して太陽光発電設備
等をPPAで導入し、再エネ電力を公共施設に供給して防災力を高めるとともに、
太陽光の足元で羊の放牧を行う、「ソーラーグレージング」事業を申請し採択
を受けた。

株式会社町おこしエネルギー紹介



白糠町：ソーラーグレージング（営農放牧型 再エネシステム）と蓄電池併設型EVステーションによる

地域の産業振興に資する地域共生・地域裨益型PPA事業

事業計画の効果・費用

再エネ導入

1,000kW
11,883
t-CO2

CO2削減 事業費

6.9億円

交付金額

4.1億円

計画期間

令和6年度
～

令和9年度

取組のイメージ

• 1件
• 100kW

学校給食センターへの
太陽光発電設備の導入

事業計画の概要（公共）

取組 規模

再エネ：1,000kW

再エネ4061：850kW

事業計画の特徴

学校給食センター等への蓄電池の導入

EV導入 • １台

自営線

昼間の余剰を蓄電
夜間に放電

民間PPA事業者
所有/維持管理

白糠町公共施設再エネでEVに充電

地元事業者との
連携による維持管理

充電設備の導入 • １件

自営線の敷設 • 4,061m

• 6件
• 1,293

kwh 

• 1件
• 900kW

未利用農地を活用した
太陽光発電設備の導入

・未利用農地を活用したソーラーグレージング（羊の営農放牧を行いながら太陽光を導入するソーラーシェアリング）に
より太陽光発電設備を設置し、オフサイトPPAにより学校、総合体育館、消防庁舎、役場に供給する。その際、羊を放牧
する営農放牧地を利用することで、除草作業等の維持管理におけるコスト低減や一次産業における新たな雇用創出を
図り、ソーラーグレージングのモデルを確立することにより、地域脱炭素の基盤を構築し、酪農地帯での耕作放棄地問題を
抱える地域に横展開する。
・当該公共施設間に自営線（約4km）を敷設し、蓄電池を導入することで非常時における地域のレジリエンスを高める。
・本発電設備及び既存するﾒｶﾞｿｰﾗｰと木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電の卒FIT後の地域電源を管理する地域ｴﾈﾙｷﾞｰ会社の創設検討
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白糠町の脱炭素の取組
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白糠町の脱炭素の取組
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白糠町の概要
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ご清聴 ありがとうございました！


